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Aであったのが昭和58年では朗.櫓太と約3倍をこ上界L

ていることがわかる.しかしながら奪回和歌府の調査で

者濃率年期男性の自殺の増加を挽腕ずる様な所見は得られ

数ずる愚老が櫓押料を受診Lていない可能性がある,寝
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醐 忠司湖 東 孝幸を還諾 兜沼病院き

社会が工業化,都市鶴 来教化するに-汲んできうつ病

は増力旺てい渡せ胡そLて,そのう-〕癖は軽症化賢心身

症化傾向を駿も了だきてい澄す,この為,うつ病者が直接

精神科を訪れるこ捌盈少なも鳥こうです甲精神科がい離三

市民権を樽-m磯も､ような教会ではなおさ綻二潤ことであ

ります帝先ずは櫓押掛以外殿診療科を受診するようであ

り~.十仁

そこで私達はきうつ病者が鮒再なる経絡をたど-〕て当

院賄樽科を受診するのか調整してみ､ました.
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うつ病者の隼魯分布は,60才代が15名と---濁多i亨祝
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これらうり病者で蔽接当院精神科を受診した鮎のぼ23

塞(内因性うつ病5名き心因性うつ病且呂名)でした,前

Eも･.受診幣LT,:i;･‥上もし∵吊二.ll石し再囚什十､症ミ1名,心囚

心因性うつ病3嚢)は異常なしとされています甲異常あ

りとされたま8名のうち当院構神科をこ紹介が)あったも瑚盈

10名でtf∴

また夢前医受診歴のあったう--)病者の初診紬ま,内科

別風 脳外科3風 精神科詔乳 婦人科1私 整形外科

ま名でした｡すなわちき直接鰐押掛を初診したうり病者

ぼ25名(内因性うつ病5名,心因性うつ病m名)の39.且

O(､一二二戸一十と目上.

うつ病藩の当院構砕料受診時の登訴を分布してみると,

鰐神症状のみを主訴としたものはユ記名 偶因性うつ病2
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最後をこきうつ病発症から当院精神科を受診するまでの
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最上が)結果をこついて考察をくわえ,報告LまLた.

描)佐渡線禽病院精神科入院患者に灘げる勉
診療科受診状況
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盛腰の佐渡病院鏑神糾Å院厳暑を対象に髄診療紳受診状

況を調渡した.
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⑥,年齢分布の推移:調査鰐で時がう曾布は亨開始時銅

分布を約息¢隼-Aライドさせた形で苧病床数約63%を占め

る継続Å院番がそのまま高齢化Lた事を示していた｡
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人靴 泌尿器札 腺熱 髄外の順番也濃霧及び平均診療

回数では,皮膚科及びコ事静観で多く慢性化簡閲が認めら

れたす⑤主な診断覇:内科及び婦人科では,蔽常が最も

柳盈疾患としては糖尿病き高血圧症き関脇嵐 皮膚科の
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科の化膿藤,婦人科のカソジダ経嵐 等は患者の不潔憾
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署薫降予泌尿器科の前立腺肥大症等は老人性変化を反映L

ているか以下き外科;痔疾感け神内;糖尿病書胸外科;

戯陸佐静脈教も脳外科芸頭部外傷や⑥転紺を蓉した蚤傷

例をこついて.転科総数醐例夕内翻銅ア外翻16,整形的

服卜上し脳外科L'.し~1.卜神性 軌･ン目上師二.‥L汀朕器(F.

婦人科各し くむ主な転科時診断:内科;療末期(胃癌,

子蕃療,白血病).外翻;胆石症.整形;太腿骨頚部骨

折 弓T.('jll.･lt月号Ip.ド(汗十..眼科:自膏障.脳外科及;_､こ神

内では脳梗塞であるが級数で3例と佐渡病院で脳血管障

害が少ない印象を受けた早以下歯科;頬骨骨折.泌尿器

料;褐色細胞腫ゆ婦人科;子宮筋腫,など悪性疾患は7

例あ妄右 今後定期的な癌検診が必要と思われた血
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外来擁健の充窯の----環として,昭和5約三8月かぎJ'精神

科デイケアを開始した也スタッフは専任看護者2舶悪か,

附粧 し㌦酢 1-Ltl＼しけ1'.粟席上∴推持上丁~Ll:工 お加
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番1日平均藤如番数は37～38鷹を=_上っている.

選出治療プログラムの変遷

デイケアの目標をヲ｢やすちぎ砂いこいの場｣,ゲル----

プ活動を通じr対人開陳殿改善｣｢曽発性の軌Ljをは

か吟,｢再発防止｣をこ置いてきた.当初の寝室活動を圭

健としたプmグラムから,作業を導Åした経過およびそ

の結果参加者の変化ダル-プの変化を検討し,今後の在

り方として,自主性殿向上を目指すゲル-プと就労をこ結

びつく作業ダル-プとをこ分けることをこついて述べた.

3書デイケア利用者の動態

デイケア肴臓者の転鱒,利周期問,年酪 保険区分な

どから就業などの可能性と今後デイケアがはたしていく

べき最期在院者のrm受け皿｣としての役割の可能性をこつ
いて検討し;F∴
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1 作業所ハ設立経遇

県内ではぎ家庭での無為をこ過ごしがちな精神障害者の

'晶早1場LTl払人､_リ､1-ノ､間柱LTl改.tlJi,.I.､･J,:i‖票に.昭和鮮巨小
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ら｢裸健所デでケアJが行われるようになった書き捌こ

次の段階として,就労をこ準じ薮二揮凝訓練を轟丸も〆たいと

忠組織が賛同し 関係機関畢地域の事業所碍協力を得て,

昭和51年をこ家族会をこよる県内最初の作業所が開設された尽

作業所の設立経過そのも翔が地域ネットワ-タ作を3の活
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補助金制度 橘3年度且6カ所u岱方mう,昭和転2年度から

ぼ国の補助金制度 663年度愛国粥カ所70万円)が開始さ
れた叩

2 作業所の現状と問題点

在宅の精神障害者対象の独立した作業所はま9カ所設置

されている.髄を･ニ作業訓練を基体としたダル-プ活動が
5カ所ある.

設置主体は,精神障害者家族会をこよる屯ので且5丸所と

多数を責めている肝

作業施設はヲ市町村所有の施設借欄及Oカ酢 偉業提供

その醜3カ所である.木造建築が多く,施設が)整備は不
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準作業所ダル--プ5カ所の嶺9人を加算すると推計嶺且複人

が作業訓練中である申これは昭和62年度末殿鷹把握の魔
王精神障宮肴数ト1.!1二i(日､('-L'.出立杏仁-,二､.
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歳以上が確望.竣%で厳屯多い今次の段階に勝行できず適

所が長期化するのをこ伴い,高年齢化する使向がみられる｡

就職に,_巨:)訓練終了裾二三1'61､且･持上 帝人ド㌫一.､巨吊l

断は27人摘.7%)であった.作業内容は,弱電部品の

観立,紙箱巌立,簡単な木工砂縫製等の内職仕事が大半

とするには程遠い鷹である&

元看護婦等の専任指導農を雇い上げるほかヲ家族会員

が交替で詰める形式が勢いがタ家族が主体的をこかかわる

.JJかニト∴指導畑ー~.輔Jlさ-､てト調柑Li､指摘され::I,.

作鯉所ハ精･f軒鵡主用i訣ti･保鮭鯨 冊冊･什庸柚f‡,病院

農のあり二万は通酢番をこ療接かかわる間窺だけをこき関係者

も含めて充分な配慮が,彪賓であるか

こi 今掩い課鎚

地域をこお経る新規横棒業所鞘存在は,再発防止の線紋

を果たしヲ障害者や家族をことりで大きな覚えとなってい

るが票心理助社会的uJ･P＼どリテ-ショソ機能を強化する
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